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一気に深緑の呉羽山となりました。心地よい季節ですね。 
今回は、四国八十八ヶ所巡りを無事踏破された高原さんのお話とイズミさん

の提案も入れて、意見交換をしたいと思います。音読も是非入れて読んでみま

しょう。 
 

【前回の流れ】 
各自のテーマの紹介をする。 
五十嵐 アキ   「生死と祭り 信仰」 別紙参照 
五十嵐 トシ   「天皇と 都（宮） 陵 の分布」など 
黒田        考え中  
村上       「オオクニヌシの行動と越の国との関連」 
イズミ      「コトバに拘りたい。」 音（おん） カツラ→カ＋ツ＋ラ 

Ｋ－ｔ音、Ｋ－ｓ音のことば。音形と表す意味を追究する。 
服部       「古事記にみる古代医療について」  
近藤       「葛城氏について」「兄妹婚 ３話」  
 
【提案１】  提案者  村上 恵子  
「大国主命に関する考察」 別紙参照 
意見交換 
 オオクニヌシを祭神とする県内の神社  滑川から東にはないのは本当か？ 
 四隅突出型方墳の分布との関連は面白い。Ａ遺跡から出土：在地の絹にまい

た素環頭鉄刀は ３世紀中頃である。 
 大変面白いが、欲張りすぎではないか。一つ一つの確認が必要。祟る・・タ

タラ・・鉄 の検討。たたらとは？たたるとは？ 
スケールが大きく、興味深い。新説は、拒まないという先生たち。 
考える楽しさがある。 
 
【提案２】  提案者 服部 征雄 
 「日蔭鬘は古代より祭事の装束に必須とされた植物である。」別紙参照 
 意見交換                          写真 
 蔭というには日のあたらない所のイメージだが、日蔭の鬘は日当たりに生息

する。カゲは、明るいイメージでもある。漢方でヒカゲノカズラの仲間を使い

新しい薬ができた。ヒカゲノカズラがヒナタノカズラになった。 



髪さしによって植物の生命力・霊力を得る。万葉集の歌にある。 
神事で祝い（ユウ）タスキをすることにも繫がる。 
祈りには、病気平癒や、永遠の生命などがあって、薬効のある物が渡された。  
大神神社では、酒も、黒い酒、白い酒とある。 
 
【花見】 
社務所の庭から散りゆく桜を惜しみながら、ノンアルコールビールで乾杯。お

にぎりをいただきながら、楽しいお話が・・・。古事記の延長戦・・・。 
 
次ぎの会合が控えていて、やや慌ただしかったですね。次回を楽しみに！ 
  
 

 


